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令和 4年度 第２回未来会議（全体会） 議事録 

鹿ノ台未来まちづくり会議（未来会議）会長 須都 紘 

書記・広報 鈴木 豊 

日時：令和 4 年 5 月 15 日（日）13:30〜15:35 

（各分科会の打ち合わせは 16:50 まで） 

会場：西集会所 

出席者：（順不同、敬称略） 

須都 紘（会長）、伊藤 智子、黒部 實（以上 副会長） 

鎌田 卓（事務局長・会計）、鈴木 豊（書記・広報） 

黒田 勝行、田口 信義、谷猪 富貴子、中世古 昭一、中谷内 政之、 

平井 誠三、山地 祐輔、山田 勲、山田 修 

傍聴：中尾議員（生駒市議会） 

欠席：蔵田 かほり、野津 拓也、渡辺 昇 

配布資料： 

① 議題 

② 支え合いの仕組みづくりと支え合い準備委員会の設立について 

③ 「子育て分科会」活動報告書 

④ いきいき広場の利用開始について（交流分科会関連事項報告） 

⑤ 2022 年度 鹿ノ台未来まちづくり会議（未来会議）構成員名簿 

○須都 未来会議会長より 

・昨年度末で退任した福家さんの後任として、4 月より平井さんが未来会議に参

加されているが、5 月の連合会役員会において正式に新規構成員として承認を

受けた。平井さん、よろしくお願いします。 

・未来会議では昨年 10 月より分科会が活動し、子育て分科会は子育て世代の転

入促進や子どもの居場所としての「放課後子ども教室」の開設などの活動を行

ってきた。交流分科会では音楽とキッチンカーのイベント「森のコンサート」
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を開催し、多数の住民の方のご参加をいただいた。高齢者分科会では高齢者の

困りごとを洗い出し、その対策となる仕組みづくりを検討してきた。 

・連合会においても、高齢者等を支える仕組みとして各自治会に地域福祉担当

を置き、近隣で解決できることは解決していく一方で、自治会単独では対応が

困難な課題に対しては地域全体で支え合いの仕組みを作って対応していくこ

とが検討されている。 

・本日の未来会議においては、この支え合いの仕組みについて田口連合会会長

より説明をしていただき、未来会議との関連なども含め、意見交換を行いたい。 

○支え合いの仕組みについて（田口連合会会長） 

・高齢の方を中心として、困りごとを抱えたり、フレイル（虚弱）のために地域

に出ることができない方がおられる。このような方に寄り添い、「誰一人取り

残さない」アプローチが必要である。本来は近隣で支え合うのがベターだが、

そのようなマインドが醸成されておらず、仕組みもない。複数の委員会・団体

が対応しようと試みておられるが、相互に連携できていない現状である。 

・そこで、連合会、各自治会及び関連する委員会・団体が連携・団結して鹿ノ台

を元気な質の高い街にすることを目的として、これまで下記のとおりアプロ

ーチを進めてきた。 

1. 困りごとなどについて、東 1丁目自治会やいきいき街づくり会で調査し、

各自治会で対応できること、関連する委員会・団体に頼むこと、行政に依

頼することを整理したところ、具体的な対策と関連付けることの重要性が

浮かび上がってきた。 

2. 課題解決のためには連合会、各自治会及び関連する委員会・団体が一体と

なって活動することが重要であると考え、連合会傘下に「支え合い準備委

員会」を立ち上げた（令和４年３月）。支え合い準備委員会の基本構成団

体は連合会、未来会議高齢者分科会、ふくまち鹿ノ台、校区鹿ノ台老人会、

いきいき街づくり会、バンビカフェであり、必要に応じてその他の団体等

とも連携する。 

3. これらの委員会・団体などと意見交換を行い、多くの賛同を得た。 

4. 各自治会には「地域福祉担当」を置いた（令和３年度）。この担当を中心

として、各自治会で対応可能なことは対応し、対応できないことは連合会

や関連する委員会・団体などに依頼して、対応していく。支え合い準備委
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員会にも参加し、意見交換を行う。 

支え合い準備委員会 

・支え合い準備委員会を前述の基本構成団体で構成し、必要に応じて他の団体

等と連携する。 

・専門家や行政と意見交換、講習の受講なども行い、知識の向上を図る。 

・ホームページや結ネットに仕組みの説明や具体的な対応策を掲示し、見ても

らえるようにしておく。 

・支え合い準備委員会は、主に下記の３つの機能を持つ。 

1. コーディネート／窓口機能：各自治会で対応できない困りごとについて、

関連する委員会・団体に対応を依頼する窓口の機能 

2. （仮称）コミュニティサービス：ゴミ出し支援、宅内外の困りごと、落ち

葉清掃などの活動 

3. （仮称）コミュニティケア：心身不安や心配を持つ方の傾聴や見守り、災

害時の支援、世代間交流、徘徊などに対する見守り・交流（必要に応じて、

専門家につなぐこともある） 

・支え合い準備委員会の初回会議を 5 月 26 日（木）に開催する。基本構成団体

の代表者を中心に、参集をお願いしたい。 

意見交換 

・各自治会の「地域福祉担当」とは、誰のことを指すのか。 

→ 各自治会の地域福祉担当評議員のことである。 

・若い人たちから評議員の負担が大きいという声をよく聞く。たくさんの課題

が一度に提示されると、一層しんどく見える。高齢者分科会の課題整理の仕方

は、項目ごとに「有償対応」などと示されており、負担が増えるイメージでは

なかった。評議員の負担が増えるような見せ方にはしないでほしい。 

→ 課題解決は一度にできない。各自治会でやれることから手を付け、でき

ないことはこの仕組みの中で解決していくしかないと思う。 

・関連団体に名前が上がっていない団体とは連携しないのか。 

→ 有志として連携することもある。必要に応じて連携を進めていく。 

・このような大きなテーマを一つの委員会で扱うのことに無理があるのではな

いか。今までも多くの委員会・団体が活動を行ってきた。新しい枠組みを作る

ことにメリットがあるのか。 

→ 今まではバラバラでやってきた。次のステップとして、鹿ノ台全体でベ
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クトルを合わせ、一緒になってやっていきたいという提案である。 

・高齢者分科会ではこれまで現実味のある課題解決の方法を検討してきたが、

この分科会は活動を停止し、この仕組みに移管するのか。 

→ 移管ということではなく、一緒にやるのが良いと思う。連合会と未来会

議でバラバラに活動したくない。未来会議は中長期的な課題検討の場で

あるから、すぐにできることは「支え合い準備委員会」に任せ、中長期

的な課題に特化して取り組むのがベターだと思う。 

・高齢者分科会でこれまで検討してきたことと違う見え方となっているのでわ

かりにくく感じる。 

→ 方向性や考えていることは結局、分科会と同じである。 

・支え合い準備委員会は、今回の提案でよいかを検討する場なのか、それとも今

回の提案を前提として、行動を起こしていく場なのか。 

→ どのように進めていくかを決めていく場だと考えている。やることが決

まれば「準備」が取れて「支え合い委員会」となり、行動に移していく。 

・（会長）多くの意見が出たが、未来会議としては高齢者分科会がこの取組みに

一緒に入って進めていくということでよいか。高齢者分科会がこれから何を

していくかということについては、分科会でよく協議してもらいたい。 

→ 異議なく、承認。 

「子育て分科会」活動報告  

「鹿ノ台放課後子ども教室にじ」 

・申込みを 5 月 13 日（金）に締め切ったが、30 名の定員に対し、56 世帯 66名

（兄弟・姉妹を含む）から申し込みがあった。一クラス分のスペースしかない

ため、やむなく抽選を行うことになる。結果は 18 日（水）に案内する予定で

ある。 

中央公園の魅力向上 

・中央公園の魅力向上の具体案を作成する方法としては、「①住民に広く意見を

聞いて合意形成ののちに「グランドデザイン」を策定する方法」と、「②効果

的かつ公園利用者に影響が少ない設備をまず設置する方法」の二通りある。 

・①の方法は「みんなで鹿ノ台の将来を考えるきっかけになる」一方で、世代な

どによって中央公園に求めることが異なるため、合意形成に長期間を要する。
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従って分科会では、①よりも短期間で実現可能で、成果（鹿ノ台が変わりつつ

あることを含めて）を実感してもらえる②で進めてはどうかと考えた。 

・中央公園は生駒市の所有であり、予算確保と安全管理の面から、生駒市に相談

してみたい。市の厳しい予算状況を勘案すれば、すぐに新たな遊具の設置に動

くとは考えにくいが、「子育て世代の転入促進」や「公園のさらなる利用」は

生駒市の（＝市長の）考え方と同一の方向であることを訴えたい。 

・生駒市への説明は、下記のとおり行う。 

中央公園を「幅広い世代がそれぞれに楽しめる公園」にしたい。特に、ま

ちの活力の源泉である子どもたちが集まり、楽しい笑い声が聞こえる公園

にしたい。また、当面、継続する「with コロナ」時代に対応したい（密の

回避、運動不足の解消、コミュニケーションの場の提供）。 

具体案としては、しっかりと確保されている「広さ」は残す（納涼祭など

のイベントのスペースは確保）一方で、南西側の丘陵部がほとんど使われ

ていないことから、ここに遊具を設置していただきたい。遊具としては、

子どもに人気のあるターザンロープがよいと思う。 

ターザンロープは、生駒山麓公園、イモ山公園、けいはんな記念公園など、

各地にある。コロナの影響で室内に閉じこもりがちな子どもを外遊びに誘

える遊具であり、脚力、握力など、子どもの基礎体力向上に寄与できる。

この丘陵地は平らで一定の面積があるために、安全面からも大きな課題は

ない。 

遊具新設後は、このことをホームページなどによって鹿ノ台の住民の皆さ

んのみならず地域外にも広く発信し、鹿ノ台（生駒市）の良さをしっかり

とアピールしたい。 

意見交換 

・公園南西側の丘陵地は、鹿ノ台の公園の中で唯一、自然のままで残されている

場所であり、子どもが遊ぶには最適な場所である。 

・鹿ノ台に転入を考える親は鹿ノ台小学校を見に行くと思うが、その際に遊具

が目に入るので、アピールになる。 

・現状の丘陵地は寂れた場所。子どもが集まってくる楽しい場所になるのは良

い。 

・設置者が誰になるのか、賠償保険がどうなるかなどもしっかり確認しておく

ほうがよい。 

→ 生駒市とよく相談しておく。 
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・（山田 ECOKA 委員長）設置に際し、手伝えることもあると思うので、声を

かけてください。 

・公園の使用料はどのような場合に有料となるのか。 

→ 営利目的で使用する際は有料であるが、地域住民がイベント等で使用す

る場合は概ね減免され、無料となる。 

○「交流分科会」活動報告 

いきいき広場の利用開始 

・分科会に関連する事項として、いきいき広場の利用開始を報告する。 

・いきいきホールの開館以来、旧消防車車庫跡は多目的スペースとして卓球、コ

ンサート、バザーなど交流の場として活用されてきたが、安全性の問題のため、

令和 2 年度末に使用中止となった。 

・生駒市によって建物を取り壊されて整地され、新しい広場に生まれ変わった。

自治連合会で簡易舗装をして水はけが良くなり、ECOKA 委員会の皆さんでド

ウダンツツジの植栽もしていただいた。 

・5 月 1 日（日）にはオープニングセレモニーが開催された。連合会、自治会、

委員会・団体等に加えて小紫市長をはじめ生駒市の関係者も臨席された。メモ

リーズと生駒弦楽アンサンブルの演奏で彩りを添えていただくなか、休日返

上で交流サロンも開き、子ども会・有志の皆さんが記念植樹をされた。このオ

ープニングセレモニーの様子をフォトムービーにまとめ、参加者、市役所に送

付済である。 

・この新しい広場が住民の皆さんにとっていきいきと活動するのに役立つ場で

あることを願って、いきいきホール運営委員会で「いきいき広場」と命名した。 

・いきいき広場にはパラソル付きのテーブルや椅子を設置し、夏には日差しを

避けるテントの設置も予定している。オープンカフェ、ミニコンサート、朝市

などのイベント、輪投げなどのゲーム、キッズダンス、百歳体操、太極拳、テ

ーブルを囲んでの歓談・交流などに広く利用していただける。 

・子どもが自習したり、友達とゲームをするなどの安全な遊び場としても利用

できる。 

・いきいき広場の使い方についてパンフレットを作成し、配布したい。 

・多額の資金が必要となるが、将来的には多目的ホールを作ることも検討して

いる。 
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○「連合会ホームページへの提言」小委員会報告 

・これまで連合会ホームページ委員会（以下「ホームページ委員会」という。）

と今後の対応体制について協議してきた。 

・ホームページ委員会から「一緒に検討を進めたい」との意向が示されたことも

あり、当小委員会から 3 名（黒田、山地、鈴木）がホームページ委員会に参加

し、一緒になってホームページの更新を実現していくこととした。 

・このような結論となったことを受け、ホームページ委員会と目的が重複する

当小委員会は解散する。 

意見交換 

・ホームページ委員会の検討経過は、未来会議に報告されるのか。 

→ 報告する。 

・広報のあり方は難しい。デジタルも大切だが、書類などのアナログも大切。こ

れからも両者をうまく使っていかなければならない。 

・結ネットを活用してうまく解決に結びついた事例も出てきている。 

◯ 未来会議構成員名簿 

・2022 年度の役員名簿に掲載する名簿を作成した。一部の構成員は、申出によ

り住所、電話番号を空白としている。修正があれば、申し出てください。 

各分科会等の打ち合わせ 

・各分科会に分かれて、打ち合わせを実施 
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次回 

日時 

令和４年 6 月 19 日（日）13:30 – 16:00 

第 1 部 全体会 13:30 - 14:45 

第 2 部 各分科会 14:50 - 15:00 

※「東西」の構成員及び幹事は 13:15 集合 

会場 

西集会所 

主な議題（予定） 

1. 各分科会からの報告 

2. 共通報告事項 

3. 各分科会の打ち合わせ 

4. その他 

以上 


